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問題 1	 (pp.3-7)	 	 ／	 Question 1	 (pp.3-7) 
 

 

1. 図１は、全国の３つの都道府県について、年少人口率（0～14 歳人口が総人口に占
める割合）の推移を表したグラフである（人口調査は 1920～2010 年の間、５年ご
とに行われている）。これらはそれぞれ、 

1) ３大都市圏（首都圏、中京圏、近畿圏）に位置している都道府県 
2) 人口 100万人以上の都市を含み、３大都市圏からやや離れて位置している都
道府県 

3) 人口 100万人以上の都市を含まず、３大都市圏から遠く離れて位置している
都道府県 

のいずれかである。 
A～Cはそれぞれ 1)～3)のどれに該当するか、A = 1, B = 2のように答えよ。なお、
回答の理由をそれぞれ 3行以内で付すこと。 

 
1. Figure 1 shows the proportion of young people from zero to fourteen years old in the 

following three prefectures in Japan (The population survey has been conducted every five 
years from 1920 to 2010.): 

1) Prefecture located in Japanese one of the three largest metropolitan areas (Tokyo, 
Chukyo, and Kinki) 
2) Prefecture that is located near a metropolitan area and contains a city of more than 
1,000,000 people 
3) Prefecture that is located far from metropolitan areas and does not contain cities of 
more than 1,000,000 people 

Determine prefectures A, B and C in such a way that A = 1, B = 2, and so forth. Also 
describe the basis for your answer for each prefecture in three lines or less. 
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図１	 1920～2010年における各都道府県の年少人口率の推移 
Figure 1 Trends in proportion of young people from zero to fourteen years old 

in three prefectures in Japan, 1920-2010. 
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2. 表 1 は、日本における 2010 年の人口と 2060 年の予測人口、表 2 は、2010 年にお
ける労働力率（15 歳以上の人口のうち、労働力人口＝就業者＋完全失業者の占め
る割合）を、それぞれ表したものである。少子高齢化の進む日本では、将来の労働

力不足が懸念されているが、労働力不足に対する対策を考えるために、これらの表

を用いて以下のような議論を行う。 
 
	 2010年の労働力人口は 
 15-64歳人口 4100×86/100+4000×63/100=6046（万人） 
 65歳以上人口 1200×29/100+1700×13/100=569（万人） 
 6046+569=6615≒6600（万人）・・・① 
である。2010年の労働力率が 2060年もそのまま維持されると仮定すると、2060年
の労働力人口は 
 15-64歳人口 2300×86/100+2200×63/100=3364（万人） 
 65歳以上人口 1500×29/100+2000×13/100=695（万人） 
 3364+695=4059≒4100（万人）・・・② 
となる。 
	 2010年の労働力人口に対する総人口の比率、即ち、一人の労働者で支える人口は、
表 1及び①より 
 13000/6615=1.965≒2.00 
である。つまり、1人の労働者で 2人の生活を支えているということになる。この
値を 2060年も維持しようとすると、表 1より 
 8700/1.965=4427.481≒4400（万人） 
の労働者が必要であり、②と比べて約 300万人の労働力が不足するということがわ
かる。 
	 この不足を補うために、まずは高齢者の就業促進を検討する。2060 年における
15-64歳人口の労働力人口は 3364万人であるから、65歳以上人口によって 
 4427-3364=1063≒1100（万人） 
の労働力人口を確保する必要がある。従って、2060年の 65歳以上の労働力率は、
2010年と比べて 
 1063/695=1.530≒1.53（倍） 
にすれば、必要な労働力が確保されることになる。 
 
	 以上をふまえて以下の問いに答えよ。なお，計算途中の式も明記すること。 
(1) 上記と同様の方法で、女性の就業促進を検討する。2060年に女性の労働力率が

2010年と比べて何倍にすれば、必要な労働力を確保できるか。小数第２位まで
の概数で答えよ． 

(2) 2013年 10月時点での、日本における外国人労働者数は、およそ 71万人と言わ
れている。(1)までの計算をふまえ、今後の労働力不足に対する政策を 10 行以
内で論ぜよ。 
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2. Table 1 shows the population of Japan in 2010 and that expected in 2060. Table 2 shows the 

labor force participation rate (the ratio of the number of individuals in the labor force, i.e., 
individuals either employed or unemployed, in the population aged 15 and over) in 2010. 
Future labor shortage is seriously concerned caused by the decline in birth rate and the 
increase in elderly people. We discuss administrative policies using the following tables to 
resolve the problem as follows. 
 

The labor force in 2010 is 
 Population aged 15-64 41000×86/100+40000×63/100=60460 [thousands] 
 Population aged 65 and over 12000×29/100+17000×13/100=5690 [thousands] 
 60460+5690=66150≈66000 [thousands]・・・① 
Assuming that the labor force participation rate is kept in 2060, we can estimate the labor 
force as follows: 
 Population aged 15-64 23000×86/100+22000×63/100=33640 [thousands] 
 Population aged 65 and over 15000×29/100+20000×13/100=6950 [thousands] 
 33640+6950=40590≈41000 [thousands]・・・② 
The population per labor force in 2010 is calculated from Table 1 and ① as 
 130000/66150=1.965≈2.00, 
which implies that one person in labor force supports two persons on average. To keep this 
ratio in 2060, we require 
 87000/1.965=44274.81≈44000 [thousands] 
labor force, which is 3000 thousands smaller than ②. 

To cover this shortage, we consider a policy for employment expansion of elderly 
people. Since the population aged 15-64 in labor force in 2060 is estimated as 33640 
thousands, the population aged over 65 in labor force needs to increase to 
 44270-33640=10630≈11000 [thousands]. 
Thus, in order to ensure the required labor force, the labor force participation rate of ages 
over 65 in 2060 should be 
 10630/6950=1.530≈1.53 [times] 
the rate in 2010. 
 

Answer the following questions with calculation procedure based on the above method. 
(1) Consider the expansion of women's employment in a similar way. Compared with the 

labor force participation rate of women in 2010, how many times the rate should be in 
2060? Calculate the value to two decimal places. 

(2) The number of foreign workers in Japan is estimated as 710 thousands as of October 
2013. Discuss administrative policies for labor shortage following the above 
calculation in ten lines or less. 
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表 1	 日本における 2010年の人口内訳、及び、2060年の 

人口内訳予測値（上 2桁の概数、単位：万人） 
Table 1 Population of Japan in 2010 and that expected in 2060 

(Rounded off to the nearest hundred, ten thousands people). 
15-64歳人口 

Population aged 15-64 
65歳以上人口 

Population aged 65 and over 年 
Year 

国内総人口 
Total population 男性 

Males 
女性 

Females 
男性 
Males 

女性 
Females 

2010 13000  4100  4000  1200  1700  
2060 8700  2300  2200  1500  2000  

 
 

表 2	 日本における 2010年の労働力率（上 2桁の概数、単位：％） 
Table 2 Labor force participation rate in 2010 (Rounded off to the nearest integer, %). 

15-64歳 
Ages 15-64 

65歳以上 
Ages 65 and over 

男性 
Males 

女性 
Females 

男性 
Males 

女性 
Females 

86 63 29 13 
 
 
 

注：図表に示されたデータのうち、2060年の予測値は国立社会保障・人口問題研究所、
その他は全て国勢調査の結果に基づく。 
 
Note: The figures are based on the Population Census of Japan except the estimated values in 
2060. The latter is from the population projections by the National Institute of Population and 
Social Security Research. 
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問題 2	 (pp.8-12)	 	 ／	 Question 2	 (pp.8-12) 
 

	 

次の文章を読み、（１）と（２）の問いに答えなさい。	 

	 

（１）殺虫剤の散布とサケ・マスの減少の影響関係を科学的に立証するのにどのような

調査・実験等が必要と思われるか。調査・実験計画を考案し、15 行以内で記述せ

よ。なお、解答にあたっては、部分的に図表（ダイヤグラムやチャートなど）を

用いてもよい（図表は 15 行に含まない）。	 

（２）この事例においては、解決へ向けて様々な要素を考える必要がある。殺虫剤の散

布量をどうするかを踏まえた総合的な政策や対策について、あなた自身の考えを

理由と併せて 15 行以内で述べなさい。	 

	 

	 大西洋の沖合の緑の淵から、海岸へと向う道がいくつもある。魚が通う道だ。人の目

にははっきり見えないが、陸から海にそそぎこむ川とつながっている。どこまでもたち

切れることなく続いている淡水の流れは、サケだけにわかっていて、何千年ものむかし

から、この道をたどっては、生れ故郷の川床へと帰ってくる。カナダのニューブランズ

ウィック州にミラミッチという名前の川がある。1953 年の夏から秋にかけて、サケは、

遠く大西洋の沖合に餌を求めて出ていったあと、また自分の生れたミラミッチ川をさか

のぼってきた。上流になると、川も細くなって、網の目のように入り乱れた小川が木陰

を流れている。流れが急で水が冷たいところを選んで川底の小砂利の上に、その秋、サ

ケは卵を産んだ。ツガやマツ、トウヒやバルサムの木のしげる針葉樹の森におおわれた

ここは、すばらしいサケの産卵場だった。	 

	 これは、太古のむかしからくりかえされてきたいとなみなのだ。そして、このために、

ミラミッチ川は、北アメリカでも有名なサケの産地となっていた。だが、突然あの年を

境に、むかしから続いてきた自然のいとなみが狂いだした。	 

	 秋から冬にかけて、大きなサケの卵は、厚い殻につつまれて、小石のつまった浅い穴

や、親魚の雌が川底に掘った穴のなかでじっとしている。寒い冬のうちは、ほとんど大

きくならない習性だが、やがて待ち焦がれた春がきて、森の雪がとけ大地がゆるむと、

孵化がはじまる。はじめは、川底の小石のかげにかくれている――まだ半インチあるか

ないかの、ちっぽけな魚だ。餌を食べずに、大きな卵黄嚢のおかげで生命を保っている。

小さな虫を求めて流れに泳ぎだすのは、卵黄嚢をすっかり吸いつくしてからのことだ。	 

	 こうして 1954 年の春小さなサケの子が孵った。あざやかな赤の斑点の目もあやな縞

模様の衣装を身につけた一、二歳のサケも群れをなして泳いでいた。みんな流れのなか

の珍しい虫をさがしまわっていた。	 

	 だが、夏が近づくにつれて、自然はがらりと姿を変えた。その一年まえに、トウヒノ

ムシ駆除(トウヒノムシ――ハマキガ科のガの幼虫)のためにひろい地域に殺虫剤を撒

布する計画がたてられていたのだ。そして、このカナダ政府の計画には、ミラミッチ川

の北西部上流域も入っていた。トウヒノムシは、数種類の針葉樹をむしばむ土着の害虫

原問題文は著作権法上の理由からウェブに掲載できませんので、下記の出典箇所を参照するか、本専攻

の受付で閲覧してください。 

 
出典： 
レイチェル・カーソン著（青樹簗一訳）, 『沈黙の春』, 新潮社, 2003, pp.152-155（一部改変）	 
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だ。東部カナダでは、だいたい 35 年ごとにその大きな被害があらわれ、1950 年代のは

じめはとくにひどかった。DDT のスプレーがはじまる。はじめは規模も小さかったが、

1953 年には大がかりな駆虫が行われ、それまで千エーカー単位だったのが、何百万エ

ーカーという森林に殺虫剤が撒布された。バルサム樹を守るためだった。バルサム樹は、

パルプ、――製紙工業の大切な原料だったのだ。	 

	 やがて、1954 年の 6 月が近づいた。ミラミッチ川北西部支流の森林上空に飛行機が

何機もあらわれ、真っ白なけむりを吐き出しながらあたりを十文字に飛びかった。この

とき撒布したのは、油でといた DDT(1 エーカーあたり 0.5 ポンド)。雲のように上空に

ひろがった殺虫剤は、やがてトウヒの森めがけて下っていき、しまいに地面や川にしみ

こんだ。パイロットは、自分の役目を果せばそれでいい、川の上を飛ぶとき水が汚染し

ないように殺虫剤噴射口をしめることなど考えようともしなかった。だが、たとえ良心

的なパイロットがいても、もともと殺虫剤は風が少しでもあるとあたり一面に飛びちる

から、川の汚染は避けられなかっただろう。	 

	 それからしばらくたった。やはりまごうかたなく不吉な徴候が出てきた。二日とたた

ぬうちに、川岸に死んだ魚、死にかけの魚がうち上げられた。まだ年のいかぬおびただ

しいサケもいた。カワマスも死んだ。森の小道を行けば、鳥の死骸がころがっていた。

川からは生命という生命は姿を消して、ただ水が流れていくだけだった。まえは、サケ

やマスの餌になるような小さな虫がいっぱいいた。泡をふき出しては小石や茎や葉っぱ

をくっつけあわせてミノムシのような巣をつくっていたトビケラの幼虫、渦を巻いて流

れる川のなかの岩に付着していたカワゲラの若虫、溝の石や、傾斜した岩の上を水が勢

いよく流れているあたりの石の角にくっついていた蛆虫のような、ブユの幼虫――みん

な DDT の犠牲となり、サケの餌はすっかり失われた。	 

	 こうして、自然は死と破滅に瀕したが、サケの子もまた死の淵からのがれることはで

きなかった。その春小砂利の川床から孵ったばかりのサケの子は、8月になると一匹残

らず死んだ。その前年の産卵は、ことごとくむなしかったのだ。一年まえ、またそのま

えに生れたサケの運命も似たようなものだった。1953 年生れのサケは、飛行機が飛ん

できたとき、ちょうど餌をあさっていた。六匹のうち一匹が何とか生き残った。1952

年生れは、海へと旅立つところだった。三匹のうち一匹の割で仲間を失った。	 

	 こうした事実は、カナダ漁業研究委員会の調査で明らかになったのである。殺虫剤ス

プレー以前の棲息状態がこのように完全に記録されていたからこそ、他に類を見ぬほど

ひどい被害の実態があかるみに出たのだ。	 

	 いちはやくまた姿を見せはじめたのは、ユスリカやブユなどの小虫だ。これは、孵っ

て二、三カ月たったサケの子にはよい餌だ。だが、二、三歳のサケは、もっと大きな水

棲昆虫を食べる。こうした大きな昆虫――毛翅目、襀翅目、蜉蝣目などの幼虫は、なか

なかもとどおりにならず、DDT が撒布されてから二年たっても、運がよければたまに小

さな襀翅目が手に入るくらいだ。大きな襀翅目、蜉蝣目、毛翅目など影も形も見せない。

ミラミッチ川一帯は不毛の地と化した。	 

	 

（出典：『沈黙の春』レイチェル・カーソン著、青樹簗一訳、新潮社、2003 年、一部改）	 

前ページからの続き 
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Read the following text and answer the questions (1) and (2). 
 

(1) What kinds of surveys or experiments are demanded to substantiate the relationship between 
spraying with DDT and decreasing of salmon and trout? Describe a plan of surveys or 
experiments within 15 lines. You can supplementarily use figures (diagram or chart). 

(2) To solve this problem, we need to consider a variety of properties or matters. Describe your 
idea and its reasons within 15 lines. The answer must include the comprehensive policy 
and countermeasures with adjusting the spraying volume of DDT. 

 
From the green depths of the offshore Atlantic many paths lead back to the coast. They are 

paths followed by fish; although unseen and intangible, they are linked with the outflow of 
waters from the coastal rivers. For thousands upon thousands of years the salmon have known 
and followed these threads of fresh water that lead them back to the rivers, each returning to the 
tributary in which it spent the first months or years of life. So, in the summer and fall of 1953, 
the salmon of the river called Miramichi on the coast of New Brunswick moved in from their 
feeding grounds in the far Atlantic and ascended their native river. In the upper reaches of the 
Miramichi, in streams that gather together a network of shadowed brooks, the salmon deposited 
their eggs that autumn in beds of gravel over which the stream water flowed swift and cold. 
Such places, the watersheds of the great coniferous forests of spruce and balsam, of hemlock 
and pine, provide the kind of spawning grounds that salmon must have in order to survive. 

These events repeated a pattern that was age-old, a pattern that had made the Miramichi one 
of the finest salmon streams in North America. But that year the pattern was to be broken. 

During the fall and winter the salmon eggs, large and thickshelled, lay in shallow 
gravel-filled troughs, or redds, which the mother fish had dug in the stream bottom. In the cold 
of winter they developed slowly, as was their way, and only when spring at last brought 
thawing and release to the forest streams did the young hatch. At first they hid among the 
pebbles of the stream bed ―tiny fish about half an inch long. They took no food, living on the 
large yolk sac. Not until it was absorbed would they begin to search the stream for small 
insects. 

With the newly hatched salmon in the Miramichi that spring of 1954 were young of previous 
hatchings, salmon a year or two old, young fish in brilliant coats marked with bars and bright 
red spots. These young fed voraciously, seeking out the strange and varied insect life of the 
stream. 

As the summer approached, all this was changed. That year the watershed of the Northwest 
Miramichi was included in a vast spraying program which the Canadian Government had 
embarked upon the previous year ―a program designed to save the forests from the spruce 
budworm. The budworm is a native insect that attacks several kinds of evergreens. In eastern 
Canada it seems to become extraordinarily abundant about every 35 years. The early 1950's had 

The original text cannot be placed on the WWW for reasons of copyright law. Please refer to the 
following source, or view the original print at the reception room of the department. 
 
Source: 
Rachel Carson, Silent Spring, Houghton Mifflin Company, 1962, pp.129-132, (extracted and modified) 
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seen such an upsurge in the budworm populations. To combat it, spraying with DDT was begun, 
first in a small way, then at a suddenly accelerated rate in 1953. Millions of acres of forests 
were sprayed instead of thousands as before, in an effort to save the balsams, which are the 
mainstay of the pulp and paper industry. 

So in 1954, in the month of June, the planes visited the forests of the Northwest Miramichi 
and white clouds of settling mist marked the crisscross pattern of their flight. The spray 
―one-half pound of DDT to the acre in a solution of oil― filtered down through the balsam 
forests and some of it finally reached the ground and the flowing streams. The pilots, their 
thoughts only on their assigned task, made no effort to avoid the streams or to shut off the spray 
nozzles while flying over them; but because spray drifts so far in even the slightest stirrings of 
air, perhaps the result would have been little different if they had. 

Soon after the spraying had ended there were unmistakable signs that all was not well. 
Within two days dead and dying fish, including many young salmon, were found along the 
banks of the stream. Brook trout also appeared among the dead fish, and along the roads and in 
the woods birds were dying. All the life of the stream was stilled. Before the spraying there had 
been a rich assortment of the water life that forms the food of salmon and trout ―caddis fly 
larvae, living in loosely fitting protective cases of leaves, stems or gravel cemented together 
with saliva, stonefly nymphs clinging to rocks in the swirling currents, and the wormlike larvae 
of blackflies edging the stones under riffles or where the stream spills over steeply slanting 
rocks. But now the stream insects were dead, killed by the DDT, and there was nothing for a 
young salmon to eat. 

Amid such a picture of death and destruction, the young salmon themselves could hardly 
have been expected to escape, and they did not. By August not one of the young salmon that 
had emerged from the gravel beds that spring remained. A whole year's spawning had come to 
nothing. The older young, those hatched a year or more earlier, fared only slightly better. For 
every six young of the 1953 hatch that had foraged in the stream as the planes approached, only 
one remained. Young salmon of the 1952 hatch, almost ready to go to sea, lost a third of their 
numbers. 

All these facts are known because the Fisheries Research Board of Canada had been 
conducting a salmon study on the Northwest Miramichi. With this complete record of 
prespraying conditions, it was possible to measure the damage done by the spraying with an 
accuracy that has seldom been matched elsewhere. 

The smaller species, such as midges and blackflies, become re-established rather quickly. 
These are suitable food for the smallest salmon, the fry only a few months old. But there is no 
such rapid recovery of the larger aquatic insects, on which salmon in their second and third 
years depend. These are the larval stages of caddis flies, stoneflies, and mayflies. Even in the 
second year after DDT enters a stream, a foraging salmon parr would have trouble finding 
anything more than an occasional small stonefly. There would be no large stoneflies, no 
mayflies, no caddis flies. 
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 (Source: Adapted in part from Silent Spring by Rachel Carson, Houghton Mifflin Company, 
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